
一
頁

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十

七
年
政
令
第
二
百
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
三
十
七
条
の
十

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
中
「
を
い
う
。
」
の
下
に
「
第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二
第
一
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
」

を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
十
五
第
八
号
中
「
を
い
う
。
」
の
下
に
「
第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二
第
一
号
を
除
き
、
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
九
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。



二
頁

（
七
十
五
歳
以
上
被
保
険
者
数
変
動
率
の
算
定
方
法
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る

率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
率
（
そ
の
率
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
に
一
を
加
え
て
得
た
率
と
す
る
。

一

当
該
市
町
村
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
十
月
一
日
に
お
け
る
七
十
五
歳
以
上
人
口
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
で
あ
っ
て
、
七
十
五
歳
以
上
の
者
の

数
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
同
号
に
掲
げ
る
数
を
控
除
し
て
得
た
数
を
三
で
除
し
て
得
た
数

二

当
該
市
町
村
に
お
け
る
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
十
月
一
日
に
お
け
る

七
十
五
歳
以
上
人
口

（
第
一
号
被
保
険
者
数
変
動
率
の
算
定
方
法
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
一

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
率
（
そ
の
率
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
に
一
を
加
え
て
得
た
率
と
す
る
。



三
頁

一

当
該
市
町
村
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
十
月
一
日
に
お
け
る
六
十
五
歳
以
上
人
口
（
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
で
あ
っ
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
者
の
数
を
い
う
。
次
号
及
び
第
百
四
十
条
の

六
十
二
の
十
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
同
号
に
掲
げ
る
数
を
控
除
し
て
得
た
数
を
三
で
除
し
て
得
た
数

二

当
該
市
町
村
に
お
け
る
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
十
月
一
日
に
お
け
る

六
十
五
歳
以
上
人
口

（
介
護
給
付
費
等
適
正
化
推
進
市
町
村
の
要
件
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
市
町
村
に
お
い
て
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲

げ
る
事
業
の
全
て
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

イ

法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条

第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を

受
け
た
者
が
行
う
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
又
は
法
第
三
十
三
条
第



四
頁

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
三
十
三

条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条

の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
の
内
容

に
つ
い
て
、
市
町
村
の
職
員
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
市
町
村
職
員
等
」
と
い
う
。
）
が
当
該

調
査
を
行
っ
た
者
へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
調
査
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
の
審
査
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検

し
、
介
護
給
付
等
（
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
要
す
る
費

用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

ロ

介
護
支
援
専
門
員
が
作
成
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
」
と
い
う
。
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
町
村
職
員
等
が
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
に
係
る
事
業
者

へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
の
確
認
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検

し
、
及
び
当
該
事
業
者
そ
の
他
必
要
な
者
に
必
要
な
指
導
を
行
い
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事

業



五
頁

ハ

市
町
村
職
員
等
が
、
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
又
は
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給
の
申
請
が
な
さ
れ
た
と
き
に
、
当

該
申
請
に
係
る
住
宅
を
現
地
調
査
し
、
又
は
住
宅
改
修
が
完
了
し
た
後
に
現
地
調
査
に
よ
る
当
該
住
宅
改
修
の
施
工
状

況
を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
福
祉
用
具
等
（
福
祉
用
具
、
特
定
福
祉
用
具

又
は
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
等
の

利
用
の
必
要
性
等
の
観
点
か
ら
、
市
町
村
職
員
等
が
福
祉
用
具
等
の
利
用
者
へ
の
訪
問
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検
し

、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

ニ

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
介
護
給
付
等
（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
及
び
高
額

医
療
合
算
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
除
く
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
情
報
と
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十

七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
医
療
等
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
第
一
号

及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
を
除
く
。
）
又
は
国
民
健
康
保
険

法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等
、
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
療
養
費

、
同
法
第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
療
養
費
、
同
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
移
送
費
若



六
頁

し
く
は
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
（
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
と
を
照
合
し
て
介
護
給
付
等
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
ニ
及
び
ホ
に
お
い
て
「

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
等
の
各
利
用
日
数
そ
の
他
の
情
報
の
整
合
性
を
点
検
し
、
介

護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
受
給
者
ご
と
に
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
介
護
給
付
等
の
状
況
そ

の
他
の
状
況
を
確
認
し
、
提
供
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
性
、
算
定
回
数
及
び
算
定
日
数
そ
の
他
介
護
給
付
等

に
係
る
事
項
を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

ホ

介
護
給
付
等
の
受
給
者
に
対
し
、
当
該
受
給
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費

用
、
当
該
受
給
者
が
負
担
す
る
額
そ
の
他
当
該
受
給
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
通
知
し
、

当
該
受
給
者
に
当
該
事
項
の
確
認
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

二

当
該
市
町
村
に
お
け
る
令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
度
介
護
予
防
等
事
業
以

外
上
限
額
が
千
二
百
五
十
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
任
意
事
業
平
均
的
費
用
額
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
三

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
九
百
三
十
円



七
頁

と
す
る
。

（
第
一
号
被
保
険
者
数
の
算
定
方
法
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
四

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

す
る
数
は
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
十
月
一
日
に
お
け
る
六
十
五
歳
以
上
人
口
と
す
る
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
平
均
的
運
営
費
額
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
五

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
二
千
五
百
万

円
と
す
る
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
標
準
的
利
用
第
一
号
被
保
険
者
数
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
六

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
八
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
は
、
四
千
五
百
人

と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


